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構教科書における分数の性駄ト関係イが麟鑛器加法及び減法

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指導書によると、「この学年で、初めて分数

2《1）学習指導要領・指導書、教科書におけ　　を導入する」（2）のであり、それがアに対応して

　　る教育内容の編成について　　　　　　　　　いる。これについてはすでに前稿において分析

2－（1）－1　学習指導要領・指導書における教育　　したのでここでは触れない。ここで問題になる

　　内容の編成について　　　　　　　　　　　　のは、イの「加法及び減法」の内容である。指

　ここでの課題は、先に設定した視点にもとづ　　導書では、「仮分数や帯分数の表示を取り扱う

いて、算数教科書における分数の性質・大小関　　のは、第4学年の内容である」（3）とされている

係の指導を分析することである。　　　　　　　　ことから、この学年で教えられるのは「真分数」

　ただし、現行の教科書制度のもとでは、算数　　のみである。従って、イで行われる計算につい

教科書における教育内容の編成を検討する際、　　ても、その範囲は真分数に制限されていること

それに対する学習指導要領の制約を無視するこ　　が予想される。

とができない。なお、その制約は大まかなもの　　　なお、イの記述については、次のような解説

であるが、より具体的な制約が、文部省発行の　　も行われている（4）。

指導書によって行われている。また、教材、指　　　⑦　小数や分数を数直線の上で考察するとと

導過程の構成に対しても、指導書による細かい　　　　もに、簡単な加法、減法などの計算をその

制約が存在する。　　　　　　　　　　　　　　　　上で対応させてみること。

前ご藩二姦灘騎贈鷺⑰÷争どの言＋算も・去を靴して整

こにおける分数の性質・大小関係の指導がどの　　　　数と同じ考えでできること。

ように構想されているかを、教育内容の編成を　　　これが第3学年における分数指導に関する最

中心としながら、教科課程（カリキュラム）、　　も具体的な記述であるが、ここでもまだ次の点

教材、指導過程構成などの側面からも、可能な　　は明確ではない。　「分数を数直線の上で考察す

限り、明らかにしておくことにしたい。ただし、　　る」とあるが、分数の何について考察するのか、

その際、必要に応じて、演算指導との関連につ　　また、数直線と対応して行われる「簡単な加法、

いても考察の対象とすること、小数との関係に　　減法などの計算」とはどの範囲を指すのか、な

関する指導については考察の対象としないこと　　どの点である。後者については先に予想した。

を、あらかじめお断りしておかなければならな　　前者についても、同じ理由から、真分数の範囲

い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内において、大小・相等関係の指導が想定され

　学習指導要領において、分数の性質・大小関　　ているのではないかと考えられる。

係に関する教育内容は、第3学年から第5学年　　　第4学年の内容については次のような記述が

に渡って編成されている。第3学年については　　ある（5）。

次のような記述が見られるq）。　　　　　　　　　（6）分数の意味についての理解を深め、簡単

　（5）簡単な場合について、小数及び分数につ　　　　な場合について、分数の計算ができるよう

　　いて知り、それらを適切に用い、漸次それ　　　　にする。

　　それのよさが分かるようにする。　　　　　　　ア　分数の表し方やその意味についての理

　　ア　端数部分の大きさや等分してできる部　　　　　解を深めること。また、簡単な場合につ

　　　分の大きさなどを表すのに小数や分数を　　　　　いて、大きさの等しい分数があることに

　　　用いること。また、小数や分数の表し方　　　　　着目すること。

　　　について知ること。　　　　　　　　　　　　イ　同分母の分数の加法及び減法ができる
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　　　こと。　　　　　　　　　　　　　　　　　と、「逆に、分数を整数や小数に表したりする

　イの内容については明確である。指導書によ　　こと」、そして、「整数、小数、分数の間の相

れば、ここには、帯分数の加法・減法が含まれ　　等、大小関係についてまとめて取り扱うこと」

ている（6）。アについて、指導書では次のように　　があげられており、このうち、4つめの内容に

述べている。　rこの学年では、…仮分数、帯分　　ついては、ここでも「数直線」が教材として提

数の用語も取り扱うことになる」。「さらに、　　示されている（9）。分数と小数の関係については

この学年では、表し方は違っても大きさが等し　　ここでは考察の対象から外している。従って、

い分数のあることに着目させる。なお、このよ　　ここでは、アについて、（1）整数⇔分数の変形、

うな取扱いは形式的な操作によるのではなく、　　および分数と整数との大小・相等関係の指導が

数直線や線分図に表すなどの方法で具体的にと　　想定されていることを確認しておくことにしよ

らえることができるよう配慮することが大切で　　う。イは（2）約分・倍分の原理である。倍分を（3）

ある」の。　　　　　　　　　　　　　　　　　　異分母分数の大小比較、（4）加法・減法に用いる

　以上の記述から、第4学年においては、（1）帯　　のが通分である。（3×4）は、それぞれ、上述のウ

分数・仮分数の導入、（2）同値分数の存在、（3）同　　およびエに対応している。

分母分数（帯分数も含む）の加法・減法、が教　　　このように、学習指導要領・指導書において

育内容として設定されていることがわかる。　　　も、分数の性質・大小関係に関する内容、およ

　なお、（2）に対しては「簡単な場合について」　　び加法・減法に関する内容が、ともに細分化・

という制限が付されているが、その内容につい　　分断されており、それらが複数学年に渡って指

ては明示されていない。また、教材として「数　　導されるように、編成されている。また、そこ

直線や線分図」を用いるべきことも記されてお　　においては、両者が相互に関連づけられている。

り、ここからは、分数が、長さの表現としてと　　ここでは、（4）において見る、教科課程（カリキュ

らえられていることが予想できる。また、（4）帯　　ラム）編成に関する問題も含め、次の点を確認

分数⇔仮分数の変形規則についてはそれに対応　　しておくことにしたい。

する記述を見ることができないが、他の学年に　　　（1）分数の加法・減法の指導については、

おいても記述が見られないことから、この学年　　「簡単な加法、減法などの計算」（第3学年）、

において指導されるものと思われる。　　　　　　「同分母の分数の加法及び減法」（第4学年）、

　第5学年における「分数」の指導内容のうち、　　「異分母の分数の加法及び減法」（第5学年）

ここで関連する項目は次の通りである（8＞。　　　と細分化・分断され、前2者と後者とのあいだ

　（4）分数の意味についての理解を深め、分数　　に通分の指導が位置づけられている。すなわち、

　　について計算する能力を伸ばす。　　　　　　　《同分母分数の加法・減法→通分→異分母分数

　　ア　整数及び小数を分数の形に直したり、　　の加法・減法》　（それぞれ、第3、4学年、第5

　　　分数を小数で表したりすること。　　　　　学年、第5学年）という順序になっているので

　　イ　ー一つの分数の分子及び分母に同じ数を　　ある。これは、同分母分数の場合と異分母分数

　　　乗除してできる分数は、元の分数と同じ　　の場合とを別々のものとして区別する立場であ

　　　大きさを表すことを理解すること。　　　　り、伝統的な算術教育から今日に至るまで引き

　　ウ　分数の相等及び大小の調べ方をまとめ　　継がれている。

　　　ること。　　　　　　　　　　　　　　　　（2）先に、「簡単な加法、減法などの計算」

　　工　異分母の分数の加法及び減法ができる　　　（第3学年）については、その範囲が真分数に

　　　こと。　　　　　　　　　　　　　　　　制限されていること、また、それと「同分母の

　指導書によれば、アについては、「整数を分　　分数の加法及び減法」　（第4学年）とのあいだ

数に表す」こと、「小数を分数の形に直す」こ　　に、帯分数・仮分数の導入、両者の変形規則等



130　　　　　新潟大学教育学部附属教育実践研究指導セソター研究紀要　第16号　1997年

が指導されるであろうと述べた。この2点から　　と述べていることから（12）、最小公倍数を用いた

は、先に指摘した内容編成のうち、《同分母分　　方法も指導されるのではないかと思われる。

数の加法・減法》　（第3、4学年）が、さらに　　　このように見てくると、約分、通分、いずれ

次のように編成されていることが予想される。　　の指導においても、最大公約数、最小公倍数を

すなわち、《同分母分数の加法・減法（ただし、　用いる方法が特に強調されているわけではない

真分数の範囲に限る）→帯分数・仮分数および両　　ようである。

者の変形規則→同分母分数の加法・減法（ここ　　　次に、教科課程（カリキュラム）の編成につ

では、帯分数・仮分数も含む）》（それぞれ、第3　　いて見よう。学習指導要領には、第5学年に、

学年、第4学年、第4学年）という順序である。　　「（1）整数についての理解を深める。イ　約数、

これもまた、内容編成における細分化・分断、　　倍数などについて知ること」という「内容」が

その複数学年への分散、両者の関連づけの一例　　あり、「内容の取り扱い」として、「最大公約数

ととらえることができる。なお、このような内　　及び最小公倍数を形式的に求めることに偏るこ

容編成については、少なくとも先に分析した教　　となく、具体的な場面に即して取り扱う程度と

科書・指導プラソにおいては見られなかったも　　するよう配慮する必要がある」と述べている（13）。

のであり、学習指導要領・指導書の特徴ととら　　従って、先に見た黒表紙教科書とは異なり、こ

えることができるかも知れない。　　　　　　　れらの内容が、分数指導の内容に含められてい

　（3）第5学年の内容ウの記述が、「分数の相　　ないことは確かであろう。ただし、先に『わか

等及び大小の調べ方をまとめること」　（アンダー　　るさんすう』において見たような、初等整数論

ライソは引用者）となっていたことに注意しよ　　による分数の教育内容編成の分断とその複数学

う。この記述から次の点が予想できる。それは、　年への分散という教科課程（カリキュラム）の

分数の大小・相等関係に関する内容が、第3、　　編成は十分に予想可能である。

4学年においても指導されてきており、それら

の内容を第5学年において「まとめる」という　　2－（1）－2　教科書における教育内容の編成につ

編成になっているのではないか、というもので　　　　いて

ある。これはあくまで予想に過ぎないが、これ　　　先の考察において予想に止まった点を検証す

が正しいとすれば、分数の大小関係に関する教　　るために、ここでは、算数教科書における教育

育内容も、細分化・分断され、複数学年に分散　　内容の編成について見ておくことにしよう。ま

されていることになる。　　　　　　　　　　　ず、教えられる順序に従って、教育内容を列挙

　（4）約分、通分は、最大公約数、最小公倍数　　すると次のようになる。ここでは、『新しい算

など、初等整数論の内容と関連している。まず、　数』　（東京書籍）について見る。

約分、通分の方法について見よう。指導書では、　　（第3学年）

約分について、「分数は、ある一つの大きさの　　1．分数の導入

数の表し方が幾通りもあることになる。その中　　2．分数と1との相等

で、分母の最も小さい分数で表しておくのがふ　　3．分数の大小関係（同分母分数の場合、真分

っうである」と述べてはいるが、その方法につ　　　数の範囲に限る）

いては述べていない（1°）。通分についても、　「通　　4．分数の加法・減法（同分母分数の場合、真

分する際、分母は、二つの分母の最小公倍数を　　　分数の範囲に限る）

用いることが多い」と述べるに止まり、その方　　（第4学年）

法については触れていない（1’）。ただし、「この　　5．帯分数・仮分数の導入

ような機会を通して、最小公倍数という用語を　　6．帯分数⇔仮分数の変形規則

活用できるようにしていくことも大切である」　　7．同値分数の存在
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8．分数の大小関係（同分子分数の場合）　　　　　が問題だ、今の数学教育」（’5）において、1989年

9・分数の加法・減法（同分母分数の場合、帯　　学習指導要領にもとつく算数教科書の分析を行っ

　分数・仮分数を含む）　　　　　　　　　　　　ている。ただし、そこでは、教科書における内

（第5学年）　　　　　　　　　　　　　　　　　容編成の順序・方法に従った形で分析の視点が

10・約分・倍分の原理　　　・　　　　　　　　　設定されており、内容編成のあり方や教科課程

11・約分の意味と方法　　　　　　　　　　　　（カリキュラム）については分析の対象とはさ

12．通分の意味と方法　　　　　　　　　　　　　れていない。そのうち、分数の性質・大小関係

13・分数の大小関係（異分母分数の場合）　　　　　の指導に関連する項目は次の通りである。

14・分数の加法・減法（異分母分数の場合）　　　　　A．「帯分数と仮分数」（16）

　ただし、このうち、「8．分数の大小関係　　　B．「倍分・約分の意味」、「通分の意味」（17）

（同分子分数の場合）」の位置については、教科　　　Aにおいて、銀林は、分数の導入過程と帯分

書によって多少の違いが見られる。ここで見た　　数・仮分数の指導順序との関連に視点を設定し

ように、第4学年において、「7．同値分数の　　ている。すなわち、（1）「もし連続量を測ったと

存在」とあわせて教えている場合がほとんどで　　きの端下の処理からはいる［銀林によれば『量

あるが・第3学年の「3．分数の大小関係」で　　分数派』に該当する］のであれば、（中略）ま

教えているもの、第5学年の「13．分数の大小　　ずは帯分数が出てくるのが自然である」（［］

関係」で教えているものがある（14）。この点をの　　内は引用者。以下同じ）（18）。（2）「分割分数でいく

そけば・算数教科書においては、概ね、上にあ　　［すなわち『分割分数派』］のなら、まず単位を

げたような順序によって教育内容が編成されて　　適当に分割してしまい、そのいくつ分で連続量

いると考えてよいであろう。　　　　　　　　　を表わすわけだから、先に仮分数が登場するの

　これによれば、先に学習指導要領・指導書に　　が手続き上からも自然であると考えられる」（19）。

ついて行った予想（2×3）は、いずれも正しいこと　　このような前提にもとついて、銀林は、「量分

がわかる。同分母分数の加法・減法についても、　数派」に分類される教科書（学校図書および啓

分数の大小関係についても、教育内容が細分化・　林館発行の教科書）については、仮分数→帯分

分断され、それが複数学年に渡って教えられる　　数の順序になっており、先の前提を満たしてい

ように編成されているのである。また、（4）に関　　ないこと、「分割分数派」に分類される教科書

連して、初等整数論に関する内容については、　　　（東京書籍、大阪書籍、教育出版、大日本図書発

「整数の見方」、「倍数と約数」などのテーマ　　行の各教科書）については、東京書籍をのぞく

のもとで、第5学年における分数指導の前に教　　3社発行の教科書では仮分数→帯分数の順序に

えられている。すなわち、《同分母分数の大小　　なっている（従って先の前提を満たしている）

関係→整数の性質→約分、および通分を用いた　　が（2°）、東京書籍発行の教科書だけは帯分数→仮

異分母分数の大小関係》　（それぞれ、第36学年、　　分数となっていると指摘し、「これでは首尾一一

第5学年、第5学年）という順序になっている。　　貫性が疑われよう」と述べている（21）。

このように、教科課程（カリキュラム）の編成　　　ここで、「量分数派」、「分割分数派」とは、

においては、初等整数論によって分数の教育内　　銀林が分数の導入過程に関して行っている分類

容編成が二分された形になっており、ここでも、　であるが、このような分類についてわれわれは

それが複数学年に分散されている。　　　　　　　先に検討を加え、現在の算数教科書における分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　数の導入においては《分割分数》による意味づ

2－（2）教科書分析のための視点の設定　　　　　けが中心になっていることを指摘した（22）。先の

2－（2）－1　銀林浩による教科書分析について　　　引用によれば、東京書籍発行の教科書以外の教

　銀林浩は、雑誌r数学教室』の連載、「ここ　　科書は、すべて、仮分数→帯分数の順序になっ
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ているが、この順序は、このようなわれわれの　　表現形態の相違にすぎない。それぞれ別個の

指摘と銀林の前提（2）からは、「自然である」と　　『分数』ではないのである」（25＞。このような観

いうことになろう。このことも、また、銀林に　　点から、ここでは、両者が、同じ分数の異なる

よる分類の問題点を示している。　　　　　　　　表現形態として教えられているか、という点に

　しかしながら、先に銀林が設定していた前提　　視点を設定することにしたい。

についても、検討の必要があるように思われる。　　　Bにおいて、銀林は、「これらの内容［すな

　前提（1）について。確かに、与えられた連続量　　わち、倍分・約分、および通分］は、分数とい

を単位量によって測定した際に端下量が生じた　　うものの本当の意味を教える絶好の機会となり

場面を設定し（このような場面の設定が、銀林　　うるもの」であると述べ、算数教科書がそのよ

によって「量分数派」に分類される根拠となっ　　うな指導を行っているか、という点を分析の視

ている）、その端下量の表現として分数を導入　　点としている（26）。ただし、ここで言うところの

した場合、「端下だけ分数で表わして整数部分　　「分数の本当の意味」とは、先に述べたような

を無視してしまうのでは、話の締めくくりがつ　　「同一のものが無数の形で表現される」という

かない」（23）。その意味では、端下量だけでなく、　内容を意味しているわけではない。このような

与えられた連続量に対して表現を与えようとす　　とらえ方からすれば、帯分数⇔仮分数の変形と

るのは自然な流れであり、そのような要請から　　倍分・約分による変形とが複数学年（それぞれ

は、帯分数がまず導入されるのもまた自然であ　　第4学年、第5学年）に分散して教えられてい

ると考えられる。しかしながら、これは、「量　　る点、また「等しい分数」の意味が後者に限定

の測定から分数を導く」という導入の基本方針　　されている点などを問題にしなければならない

から導かれる要請なのであって、分数の定義・　　はずである。しかしながら、銀林の分析におい

意味づけとは別の問題である。先の基本方針に　　て、そのような記述は見ることができない。

もとつく導入において「分割分数」による定義　　「分数の本当の意味」という言葉によって銀林

を行うことも可能なのであって、そのような教　　が意味しているのは、例えば「倍分」について

科書も現に存在している。　　　　　　　　　　　は、単位量と与えられた量との公約量を互除法

　前提（2）について。分割分数の論理によれば、　　によって発見し、その公約量を等分した量を新

単位量の等分割によって分数（真分数）を定義　　しい単位として、はじめに与えられた量を表現

し、その自然数倍によって分数を構成する。し　　することである。同様の観点から、「通分」と

かしながら、この論理から、必然的に、仮分数　　は、与えられた2つの量と単位量との間でそれ

→帯分数の順序が導かれるわけではない。この　　ぞれ公約量を発見し、次にそれらの公約量の間

論理を採用した場合においても、帯分数→仮分　　でさらに公約量を発見し、それを新しい単位と

数という順序は考えられるし、指導過程として　　して、最初に与えられた2つの量を表現するこ

それがそれほど不自然であるとも考えにくい。　　とである⑳。

逆に、分割分数の論理による仮分数の構成につ　　　このように、「分数の本当の意味」として、

いては、子どもの理解を得ることができず、強　　　“互除法による公約量の発見”を重視する立場

い拒絶反応に会ったという実践報告も行われて　　から、銀林は、算数教科書における倍分・約分

いる（24）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　の指導が「いずれも分割分数の考え方に依って

　このように見てくると、教科書分析に際して、　いる」（28）ことを問題にしている。しかしながら、

帯分数・仮分数の指導順序、あるいはそれと導　　このような視点の設定のしかたについても、こ

入過程における分数の定義・意味づけとの関連　　こでわれわれが課題としている教科書内容の分

に視点を設定することに、それほど意味がある　　析にとって有効であるとは考えにくい。確かに、

とは考えにくい。　「仮分数、帯分数の区別は、　　このような立場も分数指導の方法としては成立
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するであろう・しかしながら、そのことが、教　　ような編成の方法に対しては、概念形成の筋道

科書において採用されている立場を否定するこ　　を不透明にし、教育内容に関する本質的な理解

とにはならない。われわれは、教科書分析の課　　を阻害するという問題点が指摘されている（31）。

題を・教科書における教育内容・教材構成の論　　そこで、ここでは、先に設定した視点に加え、

理を明らかにすることに設定している。このよ　　このような指摘を、分数の性質・大小関係の指

うな課題の設定からすれば、すでに前稿におい　　導について具体的に解明・検証することができ

て指摘したように（29）、そこで意味づけとして採　　るよう、教科書分析の視点を設定しておくこと

用されている「分割分数」について、「量を表　　にしたい。そのためには、各学年の教育内容・

現する分割分数」と「割合を表現する分割分数」　　教材に対して加えられている制限条件、学年進

を区別することが重要な視点となる。このこと　　行による内容の“積み上げ”の論理とその具体

は・導入過程だけでなく、分数の性質・大小関　　的な様相、その結果、形成される認識とその間

係の指導を分析する際にも重要な視点であると　　題点について明らかにすることが必要であると

われわれは考えている。導入過程において両者　　考えられる。

の混同が見られることについてはすでに指摘し　　　このような観点からは、教科書において、真

たが・性質・大小関係の指導においても同様の　　分数と帯分数・仮分数との区別、同分母分数と

問題点が見られるからである。　　　　　　　　　異分母分数との区別が、教える学年を別にする

　このような観点から、ここでの分析の視点と　　ほどの、重要な区別と考えられている点に注目

しては・「同一のものが無数の形で表現される」　　しなければならない。前者は分数の範囲（1と

という点が分数の本質的な性質として指導され　　の大小関係）による区別であり、第3学年にお

ているかという点、および分割分数の論理によ　　いては真分数、第4、5学年においては帯分数・

る指導において「量を表現する分割分数」と　　仮分数と範囲が設定されている。また、後者の

「割合を表現する分割分数」とが区別されてい　　区別は、大小比較の際の通分の要・不要に着目

るかという点を設定することにしたい。　　　　　したものであり、第3、4学年については不要

　なお、この他、算数教科書の内容分析に関す　　な場合、第5学年については必要な場合が、そ

るものとしては、数学教育協議会・銀林浩編　　れそれ扱われている。

『どう変わるか新算数教科書』（3°）や雑誌『教育　　　これが分数の性質・大小関係（および加法・

科学・算数教育』の特集号などがある。これら　　減法）に関する「教育内容の『細切れ的な設定』」

については、2－（3）、（4）において行う教科書分　　の概要であるが、算数教科書がこのような方法

析の中で、必要に応じて触れることにしたい。　　を選択するのであれば、それを対象として分析

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を行う際には、このような内容編成によって、

2－（2）－2　教科書分析のための視点の設定　　　　分数の大小・相等関係に関する一般的な認識の

　すでに述べたように、銀林による分析におい　　形成が保障されるか否かを問題としなければな

ては、教科書における内容編成に従った形で視　　らないだろう。ここで「一般的な認識」とは、任

点が設定されており、内容編成のあり方や教科　　意に与えられた分数の組に対して、その大小・

課程（カリキュラム）については分析の対象とは　　相等が判定できることを意味する。そして、そ

されていない。しかしながら、これまでに見て　　のためには、教科書に対して次の2点を要請す

きたように、教科書において、分数の性質・大　　ることはそれほど不自然ではないと思われる。

小関係に関する教育内容は、必要以上に細分化・　　（1）分数に関するすべての範囲・場合を網羅

分断され、それらが複数学年に渡って教えられ　　　　するように、教育内容を設定すること。

るように編成されている。これは、「教育内容の　　　（2）設定したすべての範囲・場合について、

『細切れ的な設定』」にほかならないが、この　　　　そこで成立している大小・相等関係に関す
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　　る規則・命題を具体的に示すこと。　　　　　ればその問題点は何か、を明らかにすることを

　教科書において、分数の性質・大小関係の教　　分析の課題とする。

育内容は、下記の①～④によって編成されてい　　　以上の視点は、前稿において設定した視点の

る。これを見ると、先の要請の（1）は、さしあた　　（2）を、特に教科書分析の視点として具体化した

り満たされていると考えてよいだろう。ここで　　ものである。次節においては、個別の教育内容

は、（2）について、具体的に見ておくことにしよ　　について、この視点と、先に設定した視点も合

う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わせて、主として教材・指導過程構成の側面か

　①（真分数、同分母分数）　　　　　　ら、教科書分析を試みることにしたい。なお、

　②（帯分数・仮分数、同分母分数）　　　　以下においては、r新しい算数』（東京書籍）

　③（真分数、異分母分数）　　　　　　を中心にとりあげる。また、教師用指導書の解

　④（帯分数・仮分数、異分母分数）　　　　説も参照するが、そこからの引用については、

　第3学年においては、真分数の範囲、同分母　　出典、ページ数の注記を省略している。

分数の場合について、大小比較の方法が教えら

れている（これが①に対応する）。次に、第4　　2－（3）分数の性質の指導について

学年において帯分数・仮分数が新たに導入され　　2－（3）－1　帯分数⇔仮分数の変形規則の指導に

るわけであるが（これが②に対応する）、ここ　　　ついて

では、それによって対象となる数の範囲が拡張　　　『新しい算数』第4学年・下巻（東京書籍）

されるわけであるから、新たに導入されたこれ　　においては、帯分数・仮分数が導入された後、

らの分数についても、大小比較の方法が何らか　　両者の変形について指導される。最初に教えら

の形で指導されなければならない。①と同じ方　　れるのは、帯分数→仮分数の変形についてであ

法・規則がここでも成立するならば、教材の構　　る。教科書の記述を見よう。

成においてそのことを示す必要があるだろう。　　　最初に与えられているのは次の文である。

盗ξ1、箏灘職輪灘篶嚢響「2÷を㈱になおすしかたを考えましょ

る（これが③および④に対応する）。ここでは　　　う」。

じめてこのような場合を取り扱うわけであるか　　　そして、この文に対応するタイルと数直線が

犠撫耀講鰹塊禦宏描かれている・タイル・数直線ともに÷の目盛

るだろう。　　　　　　　　　　　　　　　　りが付されており、タイルの大きさがそれに対

　教科書における教育内容・教材の構成におい　　応する数直線上の数によってわかるようになっ

てこれらの要請が満たされていないならば、教　　ている。これに関連して、次の問題がある。

麗繍難灘縢窪灘奮郵「★・・2÷瞳いくつ集めた数ですか」・

　分数の相等についても、それぞれの場合につ　　　教師用指導書によれば、「図［先のタイルお

いて、「等しい」とはいかなる意味であるかの　　よび数直線を指す］を見て、★1を手がかりに

理解を保障するように、教材が構成されていな　　して、仮分数になおすしかたを考える」。教科

ければならない。このような観点から、ここで　　書には次の式がある。

は、教科書における教育内容・教材の構成が、　　　　　　　　　　　「一一一一一コ

蝦；籍雛警鱗離灘藻歳1　3×2＋・－72÷一号

のになっているか、いないか、またいないとす　　　教師用指導書では、以上の記述をもとに、
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灘禦黎綾爵麟蟹馨1讐一・響一2誓一3号一4壱

は、帯分数→仮分数の変形に関する規則、すな　　さらに、これらを2、3、4、…によって倍分

わち、“帯分数を仮分数に変形するには、分母　　することにより、次の表現が得られる。

欝鋤響猟畿ρ姦撃一・撃一2拳一3拳一4尋

灘藩瓢捕難享警罪一・孕一2畢一3軍一4孝

閉鷹灘鴇蹴鰐欝嚢を留一・留一2讐一3釜一4全

め」にあたる内容は、教科書においても、教師　　　i　　i　　i

聾驚粥酵篠簾歎忌このように・讐についても・表現の方法は無

されるに止まり、教育内容となる規則に関する　　数に存在するのであり、しかもこれらはすべて

一般的な記述が行われていないのである。　　　　等しい分数なのである。教科書においては、こ

　仮分数→帯分数の変形規則についても、教材、　のうち、一つの表現形態だけが唯一のものであ

鷲灘製耀鞭㌘塑覆るかのように指導されており・・響や2誓など

タイルは用いられておらず、数直線のみの指導　　についてはまったく触れられていない。これ

である）（32）。　　　　　　　　　　　　　　　　らの分数を仮に“帯仮分数”と呼ぶことにすれ

　次に、　“一つの数が無数の形で表現される”　　ば（33）、これは、教育内容構成における“帯仮分

という分数の性質との関連から、「仮分数を帯　　数”の欠如とでも表現することができるだろう。

分数になおす練習」について見ておくことにし　　また、　“帯分数・仮分数の倍分”も、教育内容

よう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　として設定されていない。これらは、分数の本

　ここでは、「仮分数を帯分数か整数になおし　　質に関わる重要な問題点であると同時に、教科

ましょう」として、いくつかの仮分数があげら　　書が、分数の性質を教えるという立場に立って

れている・例えば讐について見ると・教師用指い簾繕鴇器るが、教師用指轄

轄においては・4青のみが正解とされている・には次の鰭が見られる・

こ囎砦などについても・4都去の逐婁鱗鵬誰禦瀧繧
みが正解とされており、これは欄外の「補充問　　　る。次単元で学習する分数の加減の計算で最

題」においても同様である。帯分数の定義は　　　も多い誤りが、この相互変換の誤りなのであ

“整数と真分数の和”であるから、これらの回　　　る。この誤りを防ぐには、相互変換のしかた

答はその意味では正しい。しかしながら、ここ　　　についての理解を十分に与えることが必要で

で指摘しなければならないのは、このような教　　　ある」。

材構成によっては分数の本質が認識されないで　　　この記述は、教科書において行われている帯

終わる危険性がある、という点である。例えば、　分数⇔仮分数の変形の指導について、それが、

讐については・まず・次の表現が可能である・認鵠鶴楓槻膿饗磁三

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　示している。先に見たような内容が指導されな
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いのは、このような観点を選択した結果である　　れ、縦に2等分、4等分、6等分、10等分の目

と、まずは理解することができる。しかしなが　　盛りが記されており、それぞれ、その1つ分、

ら、ここで指摘しなければならないのは、仮に　　2つ分、3つ分、5つ分に色が塗られている。

影雛盤講駄1濃導そして・「赫謡は等しい分数です」とし

ある。変形規則に関する一般的な記述が与えら　　て、次の式によってそれが表現されている。

簾搬羅こ瓢賭1こ驚姦磁　「1＿2＿3＿524610」

舘薦灘欝議蹴黎あわせて・吹き出しによつて・「音の大きさも

ある。例えば、帯分数→“帯仮分数”の変形は、　いろいろな分数で表せるね」とされている。教

減法における（くりさげ）として必要になる。　　師用指導書の解説によれば、ここでは、「真分

また、減法に限らず、演算の結果が“帯仮分数”　数どうしの相等関係を理解する」ことが「ねら

になった場合、それを帯分数に変形する（くり　　い」とされている。この「相等関係」は、教師

あげ）の際には、逆の変形が必要になる。　“帯　　用指導書の表現によれば、「色ぬりした部分は、

分数の倍分”は、帯分数を含む、異分母分数の　　みな同じ大きさになっている」こと、すなわち、

加法・減法において必要になる。逆に、ここで　　それが表現するタイルの面積が等しいことによっ

教えられている内容が必要になるのは、加法・　　て保障されている。

減法よりは、乗法・除法においてなのである（34）。　　　このように、ここでは、タイルを用い、ある

従って、ここで教えられていない内容について　　分数に等しい分数がいろいろな形で表現できる

は、後に行なわれる加法・減法の指導において、　　こと、すなわち同値分数の存在について教えよ

繁整毒謙臓縁おし、てうとしている・そして・例として・タこ等しい

は、「いろいろな分数の表し方」という項目に　　分数が3つあげられている。ただし、ここで指

徽獣驚欝楼蹴1、雰摘しなければならないことは・本来・麦と同値

数」においては、次に見るように、倍分・約分　　な分数は“無数に”存在するにも関わらず、先

による変形しか扱われていないのである（35）。こ　　の記述においては、それが有限個しか示されて

のことは、教科書において、「等しい分数」と　　いない、という点である。もちろん、無数に存

は、倍分・約分による変形によって得られた分　　在する分数をすべて教科書に記述することはで

数しか意味しておらず、仮分数⇔帯分数による　　きないが、その事実を示すことは十分に可能で

変形は含んでいないことを示している（36）。　　　　あろう。しかしながら、ここでは、そのような

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記述は行われていない。また、この学年におい

2－（3）－2　同値分数の指導について　　　　　　　てはすでに帯分数・仮分数が導入されているに

　次に、同値分数の指導について見よう。　　　　もかかわらず、「真分数」という、限られた分

　『新しい算数』第4学年・下巻（東京書籍）に　　数しか取りあげられていない。これは、「簡単

は、「大きさの等しい分数」として、次のよう　　な場合について、大きさの等しい分数があるこ

な記述がある。　　　　　　　　　　　　　　　　とに着目する」という学習指導要領の記述によ

　「国　色をぬったところを分数で表しましょ　　るものであろう。その結果、帯分数・仮分数の

　う」。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同値分数については教育内容として設定されて

そして、4枚のタイルが示されている。それぞ　　いないのである。
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　教科書では、これに続いて、次の記述がある。　教育内容として設定されていないのである。ま

　「［2］いろいろな分母の分数を、下の数直線　　た、取りあげている分数が真分数に制限されて

　の上に書きましょう」。　　　　　　　　　　いる点は國と同じである。教材の構成において

そして、0から1までの範囲で、数直線が6本　　は、これらの制約を具体的な形で示すことが必

描かれている。1番上の数直線には2等分の目　　要になるのであり、そのために、ここでは「数

盛りが付されており・そこに麦と表示されてい直禦ミ髄瀦勧数の存在1こついて教

る。2番目の数直線には3等分、3、4、5、　　えるに止まり、それらの間の関係、すなわち、

6番目の数直線には、それぞれ4等分、5等分、　　同値分数が、もとの分数の分母・分子に同じ数

6等分、10等分の目盛りが付されており、順に、　をかけたり、割ったりして得られたものである

参赫紬と表示されている・これにつし・源、1勤猷r鑑1繁灘覧ξ

ては、まず、それ以外の「目もりにあたる分数　　が、第5学年において、改めて同じ内容を指導

を書く」。ここでも、分数の相等および大小関　　しなければならないことになっているのである。

係が、数直線上の位置関係によって示されてい　　これは、同値分数の存在（第4学年）、約分・

る。そして、「前のページの［この］数直線を　　倍分の原理（第5学年）という、教育内容の細

見て、分数の大きさをくらべましょう」として、　分化と分断、その複数学年への分散という内容

問題が与えられている。なお、そこには、「分　　編成の問題点を示すものである。

子が等しい分数の大小比較ができる」ための問

題も含まれているが、「大きさの等しい分数」　　2－（3）－3　約分・倍分の原理の指導について

の指導に関連するのは・儲と等しし・分数を藷膿欝謙鋪瓢鷲藷蛸

さがしましょう」という問題である。　　　　　　指導書の解説によれば、「約分、通分のしかた

　以上の教材構成によって得られる「等しい分　　を理解し、異分母分数の加減計算が自在にでき

数」の組は、次の通りである。　　　　　る」ことが目的である。そして、「その際、主

　1＿2＿3＿5　1＿2　1＿2　2＿4　　　役をはたすのは同じ大きさを表す分数の性質で
　2　4　6　10’3　6’5　10’3　6　　　ある」ことから、まず、「同じ大きさを表す分

　2＿4　3＿6　4＿8　　　　　　　　　　数がいくつもあることに気づく必要がある」と
　5　10’5　10’5　10　　　　　　　　　　されている。

　ここでは、同値分数の存在が、数直線を用い　　　この解説は、教科書において、同値分数の存

て教えられている。これらの分数が等しいこと　　在や約分・倍分の原理などを教えるのは、これ

は、それが表現する長さが等しいこと、あるい　　らの内容が、分数の性質として重要であるから

は数直線上の位置が同じであることによって保　　ではなく、異分母分数の加法・減法に必要であ

障されている。しかしながら、ここでも、有限　　るという理由によるものであることを明確に示

個の自然数を分母とする分数という、いわば制　　している。また、この章のテーマにもこの点は

限された範囲において、同値分数の存在が教え　　現れている。

られているに過ぎない。教師用指導書の解説に　　　先に見たように、同値分数の存在については

あるように・「静こも・それぞれ等しし・分響驚’嘉擬諮撫ξ難

数があることを理解する」ことはできるであろ　　なっているため、同値分数の存在について繰り

うが、それが“無数に”存在するという点は、　　返して指導し、そこから、あらためて、約分・
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倍分の原理を導くことになっているのである。　　　教師用指導書によれば、ここまでが、「同じ

　教科書の記述を見よう。この章は2つの「小　　大きさを表す分数がいくつもあることに気づく」

単元」に分かれているが、「第1小単元」であ　　「第1段階」である。ここで、これらの分数が

る「約分と通分」が、ここで分析対象である。　　等しいことは、それらの表現する“面積が等し

ここでは、まず、時計を用いた問題が出されて　　い”ことによって保障されている。

いる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ここでは、「ごく身近な場面」を用いた、

　「口正さんは、自分の家からとなりの町に住　　　“生活的”とも言える場面設定が行われている。

　んでいるおばさんの家まで歩いていきました。　そのような設定の中で、1つの量を提示し、そ

　　正さんの歩いた時間は何時間ですか。分数　　れに対して複数の表現を与えることを求めてい

　を使って表しましょう。　　　　　　　　　　る。また、そのために、“時計の文字盤”とい

　　★1．歩いた時間は、1時間を4等分した　　う、複数の単位を設定することが可能な教材を

　いくつぶんですか」。　　　　　　　　　　　用いている。銀林浩が述べるように、このよう

そして、「上の図を見て、考えてみよう」とし　　な「時間表示による導入」については、「うま

て、目盛りが1から12まで付された時計盤（円　　いような感じもしないではない」。また、「少

形）を図示している。この図では、「12」から　　なくとも、量ぬきの2社［啓林館および教育出

「9」までの部分、すなわち中心角135度の扇　　版発行の教科書］よりはずっとましだ」という

形の部分が「歩いた時間」として色が付けられ　　評価も可能であろう（37＞。しかしながら、以上の

ている。また、この図の目盛りは、5分刻みだ　　記述において、複数の表現を与えることの必然

けでなく、1分刻みでも読むことができるよう　　性に関する十分な説明が行われているとは考え

になっている。　　　　　　　　　　　　　　　にくい。むしろ、同値分数の存在を、身近な素

　教師用指導書によれば、以上の教材により、　　材を用いて教え込んでいる点を指摘するべきで

「45分を時間の単位になおして分数で表す」。　　あろう。また、同値分数は、本来、無数に存在

「★1を扱い・・5分刻みに着目すると・紳額こ、蓼繍縫磁皇讐膿

と表せることに気づく」。そして、次の記述に　　な意図は見ることができない個。

続く。　　　　　　　　　　　　　　　　　「第2段階では、これらの分数を数直線上に表

「（1）正さんの歩いた時間は・紳と表せ麗鷺黙鵬雛讐r驚聲

ます．夢時間のほかに、どんな表し方力・あるてとらえている」・教科書では次の言己述に続く・

か考えましょう．　　　　　「（2）茅藷を数直線に表して・3つの分

　　1時間を12等分した9こぶん→□時間　　　　数の大きさをくらべましょう」。

　　1時間を60等分した45こぶん→□時間」　　そして、長さが「1」と表示された線分が3本、

　教師用指導書によれば、このようにして、　　縦に並べて書かれており、上から順に、4等

「5分刻み、1分刻みに着目した表し方がある　　分、12等分、60等分の目盛りが付されている。

識瀦謙畿艶際朕み叢・本めの線分には「⊥4」と「茅」・2本めの線

蕨撫隷撫ゑ」°その蘇ここで分には「⊥12」と「妾」・3本めの線分に1ま「あ」

号老著　　　　　　と「墾60」が・それぞ樹応する位置に記されて
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蹴灘二1こ論、繋鍵；謙もとらえやすい婿であることをおさえる」・

こと、あるいはそれに対応する数直線上の位置　　「［先の規約については］約分の意味をとらえ

が同じであることによって示している。なお、　　るときの基礎となる学習であることに留意して

ここで・「⊥4」・脳「あ」が記されてい欝1描懲蘇鰻よ』禦

るのは、教師用指導書の先の表現を用いるなら　　ここで言うところの「基礎」とはいかなる意味

ば、「単位の分数が変わると、分数の表し方も　　であるのか。この点については、約分の指導に

変わること」を示すためであろう。これは、時　　ついて後に見ることにしたい。

計盤を用いた先の問題では、目盛りを1分刻み、　　　次に、教科書では、　「分数を面積図に表して

5分刻み、15分刻みによって読むことに対応し　　同じ大きさを表す分数のつくり方を考え、分母

ている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　と分子に同数をかけたり、同数でわったりする

　そして、以上の内容が次の文にまとめられて　　ことの意味を理解する」、「第3段階」が設定

いる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　されている。教科書の記述を見よう。

「茅・論のように洞じ大きさの騰でも　「圖躯躇は・乳い騰です・

　いろいろな表し方があります。　　　　　　　　　　下の図を見て、等しい分数のつくり方を考

　　同じ大きさを表す分数を等しい分数といい　　　えましょう」。

　ます」。　　　　　　　　　　　　　　　　　そして、タイルが2枚描かれている。1枚めの

　これは「『等しい分数』の定義」である。た　　タイルには4等分の目盛りが横に記されており、

だし、ここでも、“分数が等しい”ことに対し　　その3つぶんに色が塗られている。この面積が

聡號翻嬬瀦驚蝶1弁と表現されている・さらに・このタイルには

分数が表現する“量が等しい”こと、あるいは　　縦に3等分の目盛りも記されており、これによ

灘響響警錨誌諜采り・同じ面積が妾と表現されている・そして・

的には、第3学年で行われていた「大きさの等　　これらの分数の関係が次の式によって表現され

しい分数」の指導の繰り返しにほかならない。　　ている。

　なお、教科書では、先の文に続いて次の文が　　　　3＿3×3＿9
ある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4－4×3－12

　「分数は、等しい分数のうちで分母がいちば　　　　9＿9÷3＿3
　ん小さい分数で表すと、大きさがとらえやす　　　　1212÷3　4

二驚藷数の同値類から一っを代表元さらに・号と器にっいても・同様のタイ・レと式

として選ぶ場合、既約分数をその代表元とする、　があり、これらの記述が次の文にまとめられて

という規約である。教科書において、この文は　　いる。教師用指導書の解説によれば、ここで、

枠で囲まれているが、これは、この命題がここ　　「同じ大きさを表す分数の性質をまとめる」の

での新しい教育内容であることを示すためであ　　である（この文も枠で囲まれている）。

ろう。教師用指導書の解説によれば、　「枠囲み　　　　「分数の分母と分子に同じ数をかけても、分

を取り上げ、3つの分数のうちで、大きさが最　　　母と分子を同じ数でわっても、分数の大きさ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は変わりません」。
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　このように、ここでは、分数が表現するタイ　　いる分数を読み取ったり、数直線上に表したり

ルに等間隔の目盛りを入れたり、外したりする　　して、分数を数としてとらえる」、「数直線を

ことによって・同じタイルに対して別の分数に　　見て、…帯分数になおすしかたを考える」、

よる表現を与え、もとの分数も別の分数も同じ　　「分数を数直線上に表して抽象化を図」る、な

タイルの表現であることから、両者が等しいこ　　どの解説は至るところで行われている。分数は、

とを導いている。そして、そこから、先に見た　　導入後、数直線上の位置を与えられることによっ

ような、約分・倍分の原理を導いているのであ　　て、はじめて数として考えることができるとさ

る。このような教材の構成は・先に見た『わか　　れており、その大小・相等関係についても、数

るさんすう』や授業書『新しい数一分数』にお　　直線上の位置関係から導くことが、教材構成上

いて行われていたものと変わるところはない。　　の基本方針となっているのである（4°）。この点で

ただし、ここで問題にしたいのは、そこで用い　　は、先に見た仮説およびそこにおける要請を満

られている教材についてである。これは、先に　　たしていると言えるかも知れない。

分析の視点として設定した、数概念の形成にお　　　しかしながら、先に見た約分・倍分の原理の

ける量、あるいは空間的なイメージ等への依存　　指導においては、先の基本方針で一貫されてい

という仮説およびそこにおける統一性、一貫性、　　ない。また、加法・減法の指導においても、数

普遍性という要請に関連している。　　　　　　　直線ではなく、タイルが用いられている（ω。こ

　先に検討した教科書・指導プラソにおいて、　　れは、教材としての「数直線」の限界を示すも

この仮説を採用し、なおかつこの要請を満たし　　のである。この点について、遠山啓は、「1次

ているのは、『わかるさんすう』、『分数たす・　元連続体としての数直線は抽象的にすぎ」、実

ひく』、授業書『新しい数一分数』などであっ　　数のシェーマとしては最適だとは言えない、と

た。これらのプラソにおいて、分数は一貫して　　指摘している（42）。倍分・約分の原理の指導にお

タイル（その面積）によって表現されており、　　いて、「分母と分子に同数をかけたり、同数で

教育内容となっている原理・規則等は、すべて、　わったりすることの意味を理解する」ためには、

タイルに対する操作とその結果から導かれ、一一　　2次元のひろがりをもつ点で、タイル（面積）

般化されていた（39）。教科書において、この「タ　　の方が適当なのである（43）。

イル」に相当するものは「数直線」である。こ　　　教師用指導書では、このような観点から、等

れまでに見てきたところからも明らかなように、　間隔の線が入ったTP（Tracing　Paper）が教材

分数の性質の指導において「数直線」は特別な　　として例示され、それを、分数が表現するタイ

位置を占めている（後に見る、分数の大小関係　　ルに「重ねたり取り去ったりする」「操作を行っ

の指導においてもこの点は同じである）。そこ　　て指導すると効果的であろう」と解説されてい

では、導入の場面においては、テープや液量、　　る。ここでは、TPを「重ねる」操作が倍分に、

タイル、時計盤など、さまざまな教材（長さや　　それを「取り去る」操作が約分に、それぞれ対

面積など、その量的な側面）が用いられていた　　応している。これらの言葉についてはここでは

が、それによって導入された教育内容に対して　　教えられていないが、いずれも、分数の性質と

は、ほとんどの場合、数直線による表現が与え　　して指導されるべき内容である。教科書におい

られている。このほか、これらの教材と数直線　　て、これらの内容はどのように指導されている

を併用して教育内容を導く、数直線から直接教　　のか。こり点について、次に見ることにしたい。

育内容を導くなどの構成も見られる。教師用指

導書においても、「分数は数直線上に表せるこ　　2－（3）－4　倍分の意味と方法の指導について

と［をまとめとする］」をはじめとして、　　　まず、指摘しなければならないのは、教科書

「［帯分数の指導において］数直線に表されて　　の項目として「約分」は存在するが、「倍分」
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という項目は見られない・という点である。倍　　2－（3）－5　約分の意味と方法の指導について

分の原理・すなわち「分数の分母と分子に同じ　　　約分の指導について次に見よう。

数をかけても・分数の大きさは変わらない」と　　　約分の原理、すなわち「分数の分母と分子を

いうことは先に教えられていたにも関わらず・　　同じ数で割っても、分数の大きさは変わらない」

それを表現する言葉が教えられていないのであ　　ということはすでに指導されている。ここでは、

る。　「倍分」は・後に見るように、「通分」の　　この原理により、「『約分』の意味とその方法

指導において・与えられた分数の同値類を構成　　を理解する」ことが目的である。教科書の記述

する際に用いられているに過ぎない。これは、　　を見よう。

謝羅認鰍総鍬描「團舞をかんたん㈱になおしましょう。

として指導しようとしていないことを示してい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3
る（44）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一曾　　　　　　　　3

先に滞分数⇔仮分数の変形規則の鱒1こつ　（1）薯書　（2）i霧一茅

いて、　“帯分数の倍分”という内容が欠如して　　　　　　42　　　　　　　4

いることを指摘した。この時点においては倍分　　　　　　4　　　　　　　　　　　　　　」

が教えられていなかったことからすれば、この　　　なお、これについては、「分母と分子をどん

点についてはやむを得ないという見方も可能で　　な数でわっているのかな」という吹き出しがあ

ある。しかしながら、教科書においては、約分・　　る。

倍分の原理が教えられた後にも、この内容は指　　　ここでは、与えられた分数を「かんたんな分

導されていない。「帯分数の約分を考える」間　　数」（この言葉の意味内容については後に問題にす

題は出されており、そこでは、いくつかの例に　　る）に変形することが求められており、そのた

よって、教師用指導書の解説によれば、「整数　　めの方法が2つ提示されている。（1）は分母と分

部分は、約分の過程で無関係であること」が教　　子をその公約数で割り続ける方法であり、（2）は

えられるようになっているが、「帯分数の倍分」　最大公約数で割る方法である。（2）によれば1回

はどこでも教えられていない。これは、ここで　　の手続きで既約分数への変形が完了するのに対

見たような倍分の扱いからすれば、当然の結果　　して、（1）では、通常、複数回の手続きが必要に

であろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　なる。これについて、教師用指導書では、「（1）、

　なお、この点に関連して、教師用指導書では、　（2）のどちらの方法でもよいが、（2）の方がより簡

「異分母分数の加法の誤答の実態」に関する調　　便であることをおさえる」と解説している。そ

査結果をあげ、通分に関連するもの、約分に関　　して、以上の内容が、次の文によって示されて

連するものがあわせて60％近くであることを示　　いる（教科書では枠で囲まれている）。

し、「この現実を十分に認識して、異分母分数　　　　「分数の分母と分子をそれらの公約数でわっ

の加法の指導にあたりたい」と解説している。　　　て、かんたんな分数にすることを約分すると

これは、これまでに見てきた分数の性質の指導　　　いいます。

に関する問題点を、分数加法の指導において補　　　　約分するときは、ふつう、分母と分子をで

うことを教師に求めるものと見ることができる。　　　きるだけ小さくします」。

しかしながら、認識しなければならないのは、　　　以上の記述と解説によれば、ここで教えられ

このような「現実」が、教科書における教育内　　る「『約分』の意味」とは、与えられた分数の

容・教材構成上の問題点によってもたらされた　　分母と分子をその「公約数でわって」「できる

ものである、という点であろう。　　　　　　　　だけ小さく」変形することである。ただし、そ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の結果得られる分数、教科書の表現によれば
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「かんたんな分数」という言葉は意味内容が明　　く”定義することになり、それは、先に見たよ

確ではない。この点について、教師用指導書で　　うな“狭い”定義を与える際に不都合であると

は次のように解説している（アソダーライソは　　考えられたのであろう。

引用者）。　　　　　　　　　　　　　　　　　このように見てくると、「倍分」にせよ、

　「約分することは、同じ大きさを表している　　「約分」にせよ、それらが分数の性質として指

　分数の中から、いちばん簡単な分数を選び出　　導されているというよりは、演算指導との関連

　すことである。このことを十分に理解させる」。　において、あるいはそれに従属させられた形で

　「分数の分母と分子をそれらの最大公約数で　　指導されていると考えざるを得ない。先に見た

　わって簡単な分数にすることを約分するとい　　「約分」の意味の狭さは、　“演算結果を既約分

　う」。　　　　　　　　　　　　　　　　　　数で表現する”という規則との関連を重視した

　ここで、「簡単な分数」という言葉の意味内　　結果であると考えられる。r倍分」の軽視とい

容が明らかになる。以上の解説から明らかなよ　　う点についても、それが“異分母分数の加法・

うに、たとえ分母と分子をその公約数でわって　　減法において必要になる”という点を重視した

も、その結果が既約分数にならなければ「約分」　結果であろう。このような立場からすれば、

したとは言えない。「約分する」ためには、最　　「倍分」の延長としての「通分」さえあればよ

大公約数で割らなければならないのである。従っ　　く、「倍分」という概念は必要ないのである。

て、このような定義によれば、既約分数にまで　　なお、ここで分析対象とした教科書の章のテー

変形しなし揚（　　　84＿42　146κ’126一語＝2丁）は「約分」：誓；ま、「艦鰻犠器繍ξ黙

に含まれないことになる。　　　　　　　　　　裏付けているように思われる。

　このように、ここで指導の対象となっている

「『約分』の方法」とは、約分の原理を用い、　　2《4）分数の大小関係の指導について

与えられた分数を“既約分数にまで”変形する　　2－（4）－1　同分母分数の大小関係の指導につい

手続き・方法を意味している。そして、この変　　　　て

形それ自身が、この教科書で言うところの　　　『新しい算数』第3学年・上巻（東京書籍）

「『約分』の意味」なのである。なお、ここで　　では、「分けた大きさのあらわし方」において

は、数直線、タイルなど、量を用いた説明はまっ　　分数が導入された後に、「分数の大きさ」とい

たく行われていない。　　　　　　　　　　　　う項目がある。ここでは、分割分数の論理を用

　そして、このような“制限された”とも言う　　い、分数と1との相等および同分母分数の大小

べき「約分」の定義は、これまでの教育内容編　　関係が指導されている。教科書の記述を見よう。

欝霧，繋讐繍｝撫乏「叫mの2つぶん・3つぶん・4つぶん

おいて、　“ある分数の同値類から一つを代表元　　　の長さは、それぞれ何mですか」

として選ぶ場合、既約分数を代表元とする”と　　という文があり、続いて、「上の分数を下の数

いう規則が与えられている。これは、「約分の　　直線にあらわしましょう」として、1mのテー

意味をとらえるときの基礎」とされていた。こ　　プと数直線が描かれている。テープと数直線に

熱、Σ濃欝㌍嚢鷲匿療は・いずれも÷mの目盛りが付されており・2・

理にあたる内容を指導していながら、「約分」　　3、4番めの目盛りには口が記されている。こ

という言葉は教えられていない。ここで、この　　れについて、次の問題がある。

言葉を教えることは、「約分」を、いわば“広　　「★1　□にあてはまる分数を書きましょう。
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★2÷mの5つぶんの長さは・この繍ξ乳讐蒲翫貧齢稀犠

　　　のどこにあらわされていますか。　　　　　にある。◎は数の水準である。なお、◎につい

★3告mと著mでは・どちらが長いでしょ葛蹴答嬰搬㌻警畠監

　　　うか」。　　　　　　　　　　　　　　　　容とは、ここでは、同分母分数の大小関係に関

す獅騰置欝：巖1∵叢窪輩する規則（皆b〈・一普く÷（・・b・

憶鍵灘徽齢鴇1臨・∈N・・≠・））を指し・個別的な内容とは・

らをもとに、「単位の付かない、数としての分　　この規則を個別の分数によって表したもの

数讐驚饗懸雛嘉鑛＠書く含）を指赫お・「分数と1との相

を用い、量（長さ）の大小関係から、数直線上　等」についても同様の区別を設げることが可能

の位置関係を媒介として、分数と1との相等お　　である。

よび同分母分数の大小関係が導かれている。こ　　　次に、この教科書における教育内容を書き出

こで、これらの内容が教えられるのは、それが、　すと次のようになる。

冤纂鱗磐雰善U鵬慰1纏舞誓《葺m－・m》

憲セ鵜詮弛驚二謙臨三繭婆《葺m〈告m》

記述は、教科書においても、教師用指導書にお　　　《長さA、Bについて、（1）A＞B、（2）A＝1、

蹴撫諜ご雰繍1譲讐重あ　B＋・〉孟》
相等に関する指導が行われているが、その方法・　　先に設定した区別から、これらの命題の抽象

規則に関する一般的な記述は行われていないの　　性の水準について次の点を指摘することができ

である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。

　ただし、この点は、この教科書において設定　　　まず、最初の2つの命題について。これらは、

されている教育内容の抽象性の水準に関連して　　いずれも、⑧に関する内容を表現している。次

おり、算数教科書の一般的な傾向と考えるのは　　に、3つめの命題では、④から出発し、（B）を媒

適当ではないと思われる。この点について次に　　介として、◎に関する命題が導かれており、こ

見よう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　の点で、最初の2つの命題に比べて抽象性の水

　まず、教育内容の抽象性に関する水準として、　準が高くなっていると考えることができる。し

次の3つの区別を仮説的に設定しておくことに　　かしながら、この命題も、分数の大小関係に関

しよう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　する個別的な内容を表現するに止まり、それに

　④量　　　　　　　　　 関する一般的な内容を表現しているとは考えに
　（B）分数による表現が与えられた量　　　　　　くい。

　◎　分数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　このように見てくると、この教科書において

　④は、長さや液量などの量およびその大小関　　設定されている教育内容の抽象性の水準の低さ

係が、分数による表現が与えられないまま、教　　が明らかになる。例えば、最初の命題について

科書に記述されている場合を指す。これに対し　　は、そこから、
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《号一1》あるいは《号一・鳳・≠・）》章矯1蘭懲聾綴｝」「ヱ殿

のような、分数と1との相等に関する個別的あ　　がある。これは、記号こそ用いていないものの、

羅灘ご雛臨響聴窪嘉《号一・（・∈N・・≠0）》という一般的な内容

導は行われていない。なお、このような教育内　　を表現する記述に他ならない。（B）の水準に止まっ

容の性格と関連するが、教科書においては等号　　ている教科書としては、先に見た『新しい算数』

や不等号などの記号や式による表現は1まったく　　第3学年・上巻（東京書籍）のほか、『たのし

行われていない。授業においても、これらの内　　い算数』第3学年・下巻（大日本図書）がある

懲箋叢叢翻灘1瀦髪が・この教科書においても・「穿m－・m」と

は、教育内容に関する一般的な記述の欠如とい　　いう表現が与えられている。

う点を指摘したが、この点については、このよ　　　このように見てくると、教科書において設定

うな内容の性格によるものではないかと考えら　　されている教育内容の抽象性の水準と、教育内

れる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　容に関する一般的な記述の有無とは、相互に関

　ただし、この点は、他の教科書においては事　　連しているのではないかと考えられる。そして、

情が異なる。まず、同分母分数の大小関係に関　　はじめに見た『新しい算数』第3学年・上巻

する内容について次に見よう。　　　　　　　　　（東京書籍）は、抽象性の低さと一般的な記述

　例えば、『新版算数』第3学年・上巻（教育　　の欠如という点で、他の教科書にはない特徴を

出版）では・「争mのテープと・夢mのテープがも認’錫籍っいて注目したおきたし、

あります。どちらのテープが長いでしょうか」　　のは次の記述である。

という問題に対して、それぞれの長さを示した　　　「分数の大きさ」という項目の中に、1cm目

後、「不等号をつかってあらわしましょう」と　　盛りの方眼の上にテープ（10cm）が描かれてお

して・その関係を吟く夢」と表現している・り・その「ユ．10」に色を塗ることを求める問題が

霧薮騰縦蕪翻霧ご与ある・この「⊥10」は・確定した量を表現する分

なわち先に設定した水準◎に対応する内容が教　　数ではなく、与えられた量（ここではテープの

えられており、不等式によってそれが表現され　　長さ）とそれが等分された1部分にあたる量と

ている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の関係（割合）を表現する分数である。この記

　分数と1との相等についても同じ点を指摘す　　述について、教師用指導書では、「問3の練習を

ることができる。例えば、『新版算数』第3学　　する」と解説するに止まり、この点については

年・上巻（教育出版）では・「÷mの5つぶん顎線翻殿論藷欝

の長さは・暑mとあらわすことができます」と　　た、《量を表現する分割分数》と《割合を表現

いう文に加えて・「暑一・」という式が見られ欝難篇鮒等果繋鑛

る。ここでは、⑧の水準に対応する命題から、　　3学年・下巻（大阪書籍）においても見られる。

◎に対応する個別的な命題が導かれている。さ　　　大小関係の指導にもどろう。第4学年におい

らに、『小学校算数』第3学年・下巻（学校図　　ては、帯分数・仮分数が導入される。すでに見
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たように・第3学年での大小比較は・同分母分　　その大小関係については、⑤の数直線を用い、

数の場合・真分数の範囲に制限されていたわけ　　そこでの位置関係によって判断するものと思わ

であるから・ここで導入される帯分数・仮分数　　れる。このように、ここでも、数直線上の位置

については・その大小関係が改めて指導されな　　関係によって大小関係を示すに止まり、それに

ければならない・このような視点から教科書の　　関する一般的な規則、大小比較の方法は示され

記述を見よう・　　　　　　　　　　　　　　　　ていないのである。また、ここでも、与えられ

　『新しい算数』第4学年・下巻（東京書籍）　　る分数の組については、すべて同分母分数の場

においては、帯分数の導入・定義に続いて、次　　合に制限されている。

の記述がある・　　　　　　　　　　　　　　　　　ただし、『たのしい算数』第4学年・下巻

　「⑤　下の数直線で、ア、イ、ウ、エのめも　　（大日本図書）のように、「帯分数では、整数

　りが表す分数をいいましょう。　　　　　　　　部分が大きいほうが大きい分数といえます」と

また・多2告3去を書き入れましょう」噛喜竜査謄婁禦膿線鷺

そして、数直線が示され、矢印によって、ア、　　も、比較の対象となる分数の組が同分母分数の

イ、ウ、エが示されている。教師用指導書によ　　場合に制限されている点は同じである。

れば・　「分母が5の分数について数直線に表さ　　　次に、仮分数の大小関係の指導について見よ

れている分数を読み取ったり、数直線に表した　　う。　『新しい算数』第4学年・下巻（東京書籍）

皇藷殿襟鑛講鑑響むでは・「÷mの3つぶんの長さ」、「÷mの4

撫簾緬麟凝繁禦義つぶんの長さ」として、「号m」、「告m」を

ていると見ることができるだろう。ただし、ご　　説明し、「分子が分母と等しいか、分子が分母

こでは、大小関係に関する一般的な規則、大小　　より大きい分数」として仮分数を定義した後、

比較の方法については示されていない。また、　　次の文がある。

徽響鶴認蹴撫畿1「才を2つ、3つ、4つ、……集めた大きさ

る点に注意する必要がある。　　　　　　　　　　　を真分数や仮分数で書きましょう。また、こ

　これに続いて、「⑥　次の数は、どちらが大　　　れらの分数を数直線の上に表しましょう」。

琶掛濃1□の中に不等号を書き入れまそして・才を・目盛りとする数直線が、・から

「・□青身□2才・2書□・舎」　　？まで示されている（去についても同様の文と

の3つの組が与えられている。教師用指導書に　　記述がある）。教師用指導書の解説によれば、

無雌欝糠暴簿纏票ここでは・「才を2つ・3つ・4つ…集めた大

らも、この記述が帯分数の大小関係の指導を意　　きさの真分数や仮分数を発表する。また、その

図したものであることは明らかである。しかし　　分数の数直線上の位置を確かめる」とされてお

ながら・この3つの組のうち・2つめの組につ　　り、この記述においても、直接、大小関係の指

いては、“整数と真分数の和”という帯分数の　　導が意図されているわけではない。しかしなが

定義から自明であり、帯分数の大小比較の問題　　ら、ここでも、数直線上の位置関係によって仮

と言えるのは3つめの組だけである。そして、　　分数の大小関係が示されている、あるいは分割
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ζ繋讐奮羅禦効鰻誓整董芸　号＋鑑
も・仮分数の大小関係を搬的な規則の形で表　号一含一号老耀

嚢蒲毒鑛雛鰻藩響分認ですから・羅とな嚇
　ただし、『たのしい算数』第4学年・下巻　　　そして、「分母がちがう分数を、共通な分母

（大日本図書）のように、「分母が同じ真分数　　の分数になおすこと」として「通分」を定義し

や仮分数では、分子が大きいほうが大きい分数　　た後、「（）の中の分数の大きさをくらべましょ

といえます」という記述が行われている教科書　　う」として、次の6つの組が与えられている。

論宴穿豊雰姦繍灘濃懸戴轟謁　（112、3）儲）（参暑）僻）

1篇灘痛繍諜犠磁強（1÷・・書）（2音2夢）

されている。　　　　　　　　　　　　　　　　これを見ると、ほとんどが真分数の組になっ

　このように、教科書の記述において、帯分数・　ており、帯分数の組はわずか2問である。仮分

仮分数の大小関係に関する一般的な規則、大小　　数についてはまったく取りあげられていない。

比較の方法は示されていないのが一般的である。　続いて、共通分母を分母の最小公倍数にするこ

そこでは、分数の組をいくつか与え、その大小　　とを教えた後、「（）の中の分数を通分しましょ

関係を数直線上の位置関係によって示すに止まっ　　う」という問題が与えられている。また、教師

ている。教科書において、“（同分母分数の）大　　用指導書には、同様の問題が「補充問題」とし

小比較は数直線を用いて行う”ことが教材構成　　て示されている。しかしながら、これらの問題

の原理とされているようである。　　　　　　　　についても、ほとんどが真分数の組であり、帯

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分数の含まれている組がわずか1問あるに過ぎ

2－（4）－2　異分母分数の大小関係の指導につい　　ない。このように、教科書における通分の指導

　　て　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は真分数が中心であり、　“帯分数の通分”はほ

　次に、第5学年における分数の大小関係の指　　とんど取りあげられていない（45）。これは、先に

導について見よう。教科書における教育内容編　　指摘した、　“帯分数の倍分”の欠如という点か

成によれば、この学年では、真分数、帯分数・　　らすれば、当然の結果であろう。

仮分数のすべてについて、同分母分数の場合、　　　帯分数の通分にあたっては、整数部分はその

異分母分数の場合を問わず、その大小比較の方　　ままにして、分数部分のみを倍分すればよい。

法を指導することが必要になる。　　　　　　　従って、真分数の通分を教えればそれで十分で

　『新しい算数』第5学年・下巻（東京書籍）　　ある。教科書における教材構成は、あるいはこ

から、「通分」の指導に関する記述を見よう。　　のような論理によっているのかも知れない。し

まず・「暑と号では・どちらが大きいでしょ齋論翻凝禦器皇鶴

うか」という問題が与えられ、倍分を用いてそ　　容である（46）。

れそれの分数について同値類を構成し、それぞ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．おわりに
れの類から分母の等しい分数を選ぶことによっ

て大小比較が可能となることが示されている。　　　ここでは、先に設定した視点にもとづき、分

教科書の記述は次の通りである。　　　　　　　　数の性質・大小関係の指導に関する歴史的経緯

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と現在の到達点（第1章）から、算数教科書を
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対象に行った内容分析の結果（第2章）に関し　　帯分数⇔仮分数の変形指導には、乗法・除法指

て、総括的な評価を試みる。なお、以下の（）　　導において必要になる内容は含まれているが、

内は対応する本文の章節番号を示すものである。　　加法・減法指導において必要になる内容が含ま

　（1）算数教科書において、分数の性質・大小　　れていない（2－（3）－1）。また、仮分数→帯分

関係に関する内容は、演算指導に従属させられ　　数の変形においては、一つの表現形態に過ぎな

た形で指導されており、独自の教育内容として　　いものを唯一のものであるかのように教える結

設定されているとは言えない。すでに見たよう　　果になっている（2－（3）－1）。

に、帯分数⇔仮分数の変形規則の指導は演算指　　　同値分数の存在、約分・倍分の原理の指導に

導の「基礎」と位置づけられていた（2－（3）－1）　おいては、同値分数が有限個しか示されておら

し、倍分・約分の原理についても、それを指導　　ず、それが無数に存在することを示す記述が行

することの根拠は、異分母分数の加法・減法に　　われていない（2－（3）－2、2－（3）－3）。また、教

必要になることに求められていた（2－（3）－3）。　　科書において、「大きさの等しい分数」とは、

また、約分に対する倍分の軽視（2－（3）－4）や　　倍分・約分による変形によって得られた分数し

狭い意味による約分の定義（2－（3）－5）などに　　か意味しておらず、帯分数⇔仮分数の変形が含

ついても、これらの内容が演算指導に従属させ　　まれていない（2－（3）－1）。

られた結果としてとらえることができる。　　　　　これらの問題点は、分数の本質に関する重要

　この点において、算数教科書には、先に、伝　　な問題点であり、算数教科書が、「分数の性質

統的な算術教育の具体例としてとりあげた黒表　　を教える」という立場に立っていないこと示し

紙教科書や緑表紙教科書、および「学問として　　ている。この点においても、算数教科書には、

の数学を教える」立場に立つものと位置づけた　　黒表紙教科書、緑表紙教科書の立場が継承され

もののうち、『分数たす・ひく』において採ら　　ており、『わかるさんすう』や『新しい数一分

れていた立場が継承されている。　　　　　　　　数』などにおいて採られている、「分数の変身」

　（2）算数教科書においても、通分による、大　　を、分数に特有の性質として指導しようという

小関係および加法・減法に関する内容の分断と　　考え方は採用されていない。

分散（2－（1）－1）、同値分数の存在と約分・倍　　　（4）次に、教育内容に関する一般的な記述・

分の原理という分断と分散（2－（3）－2、2－（3）一　表現とそれを可能にする教材構成のあり方に関

3）などが行われており、教育内容の細分化・　　する問題について。算数教科書において、約分・

分断、複数学年に渡るそれらの分散という編成　　倍分の原理、約分、通分などの内容については、

方法が採用されていることがわかる。　　　　　　一般的な記述・表現が与えられている（2－（3）一

　この点においても、算数教科書は、黒表紙教　　3、2－（3）－5および2－（4）－2）。これに対して、

科書や緑表紙教科書、特に複数学年への分散と　　帯分数⇔仮分数の変形規則や同分母分数の場合

いう点では、『わかるさんすう』の立場を継承　　の大小関係などについては、多くの場合、その

している。特に、帯分数の導入によって、同分　　ような記述・表現が行われていない。そこでは、

母分数の加法・減法に関する内容が分断・分散　　それらの内容の具体例を、テープや液量、タイ

されており（2－（1）－1）、先の編成方法が同分　　ル、数直線などの教材を用いて提示するに止まっ

母分数の加法・減法にまで適用されている点は　　ている（2－（3）－1、2－（4）－1）。この点について

特徴的である。　　　　　　　　　　　　　　　　は、特に大小関係の内容構成に関して、同分母

　（3）設定されている教育内容については、ま　　分数の場合を特に取りあげることの必要性を問

ず、“帯仮分数”の欠如、“帯分数・仮分数の　　題にしなければならないだろう。

倍分”の欠如（2－（3）－1、2《3）－4）という問　　　倍分については、倍分の原理が教えられてい

題点が指摘できる。その結果、教科書における　　るにも関わらず、「倍分」という項目は設定さ
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れていないし、そのような言葉も教えられてい　　ているわけではない（2－（3）－5、2－（4）－2）。

ない（2－（3）－4）。　　　　　　　　　　　　　　　　このように、算数教科書においては、基本的

　これらの点から、部分的な改善は認められる　　には、伝統的な算術教育、特に緑表紙教科書の

ものの、算数教科書には、基本的には、緑表紙　　内容・方法が継承されている。それに対して改

教科書の特徴が継承されていると言えるだろう。　善が加えられている側面も確かに存在するが、

　教材の構成においては、真分数が重視されて　　いずれも部分的なものに止まっており、本質的

おり、帯分数・仮分数は軽視されている。この　　な改善には至っていない。

点は、分数の性質・大小関係の指導について、　　　一方、算術教育の実践史においては、「学問と

一般的に指摘することができる。　　　　　　　　しての数学を教える」という見地、「分数の性

　（5）算数教科書において、数概念の形成にお　　質を教える」という立場が、一つの系譜を形成

ける量、あるいは空間的なイメージ等への依存　　している。そこにおける実践の展開を具体的に

という仮説は、部分的にではあるが、採用され　　跡づけることは今後の課題として、ここでは、次

ている。そこでは、「数直線」が、主たる教材　　の2つの実践に触れることでまとめにかえたい。

として用いられている。ただし、統一性、一貫　　　及川平治（明石女子師範学校附属小学校）は、

性、普遍性という要請は、部分的にしか満たさ　　当時としてはきわめてユニークな分数指導の実

れていない。約分・倍分の原理の指導において、　践を試みている（47）。まず、分数の発生過程を子

それまで用いられてきた「数直線」の限界が明　　どもに辿らせるために、ある量を子どもに与え、

らかになり、「タイル」に教材が変更されてい　　それを単位量によって測定した際に端下量が生

ることは、このことを明確に示している（2一　　じる場面を設定している。そして、「端数を単

（3）－3）。そして、約分や通分の指導においては、　位とすれば前の単位は端数の幾倍であるか」と

先の仮説が採用されていない（2－（3）－5、2－（4）一　問い、量の測定から分数を導いている。続いて、

2）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「2分の1に等しい価値をもてる分数をつくれ」、

　これらの点から、部分的な改善は認められる　　「分母分子を異にするも其の価の等しい分数を

ものの、ここでも、基本的には、緑表紙教科書　　つくれ」と指示し、子どもの作った分数から、

の立場が継承されている。これに対して、先の　　倍分の原理を導いている。これについては、

要請を満たしていた、『わかるさんすう』、　　「分数の観念」の指導として、演算指導の前に、

『分数たす・ひく』、『新しい数一分数』など　　それとは独立に指導されている点に注目したい。

の繍織識徐容は分講の内「号一器は蜘爾脇る」．「若し・

容には含められておらず、相対的に独自に指導　　此の概念が明かでなかつたならば、分数の観念

されている（2－（1）－1）。この点で、黒表紙教　　を与へたといふことは出来ない」。

科書のような内容構成の方法は採用されていな　　　すでに見たように、算数教科書においては、

い。ただし、教科課程（カリキュラム）編成に　　このような観点を見ることはできない。「然る

おいては、初等整数論によって分数の内容編成　　に現行教育はこの根本観念を児童の作業中に自

が二分された形になっており、それが複数学年　　から発見する様に導いて居らない」（傍点はす

に分散されている（2－（1）－2）。この点で、算　　べて原文）。このような及川の批判は、現在に

数教科書は、緑表紙教科書よりは、『わかるさ　　おいても生きている。

んすう』に近い編成方法を採用しているようで　　　今泉博『どの子も発言したくなる授業』には、

ある。ただし、約分、通分の指導において、最　　「文化としての教育」という観点にもとつく、

小公倍数、最大公約数を求める方法を用いるこ　　楽しい算数の授業が紹介されている（48）。そこで

とについては、『わかるさんすう』ほど重視し　　は、倍分・約分が、分数の性質として対等に扱
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われているだけでなく、「倍分＝ペタペタ、約　 年3月（この部分は、後に次にまとめられている。

分＝ビリビリ」、「『もう脱げない分数』のこ　　　銀林浩著rここが問題、いまの算数教育（小学校

とを《既約分数》といいます」など、ユニーク　　　中学年編）』国土社、1992年）およびNα497～517、

な表現が与えられている。「文化としての教育」　　1993年4月～1994年12月、国土社。なお、以上は、

という観点については、「学問としての数学を　　　現在の小学校中学年から高学年における教育内容

教える」という立場をより広い立場から表現し　　　に関する分析である。この連載は、その後、（中

たものとして注目したい。　　　　　　　　　　　学編）として『数学教室』Nα521、1995年4月よ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り、Nα544、1997年3月まで継続された。
　　　　　　　　　　《註》
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑯　銀林浩、前掲⑮、　『ここが問題、いまの算数教

（1）　『小学校学習指導要領』1989（平成元）年改訂　　　　育（小学校中学年編）』、136～141ページ。

　版、文部省、第2章「各教科」、第3節「算数」、　　⑰銀林浩「倍分・約分・通分の意味はわかるよう

　第2「各学年の目標及び内容」、　［第3学年］、　　　　になっているか？（ここが問題だ、今の数学教育

　2．内容、A．数と計算（5）。　　　　　　　　　　　　⑤）」、『数学教室』Nα501、1993年8月、国土

（2）　『小学校指導書　算数編』、1989年、文部省、　　　社、67～72ページ。

　東洋館出版社、97ページ。　　　　　　　　　　　　⑱　銀林浩、前掲⑮、　『ここが問題、いまの算数教

（3）同上書、97ページ。　　　　　　　　　　　　　　　育（小学校中学年編）』、137ページ。

（4）同上書、98ページ。　　　　　　　　　　　　　　⑲　同上書、138ページ。

（5）　『小学校学習指導要領』1989（平成元）年改訂　　　⑳　ただし、このうち、大日本図書発行の教科書

　版、文部省、第2章「各教科」、第3節「算数」、　　　（『たのしい算数』第4学年・下巻）を、仮分数

　第2「各学年の目標及び内容」、［第4学年］、　　　→帯分数の順序に分類するのは適当ではないと思

　2．内容、A．数と計算（6）。　　　　　　　　　　　われる。ここでは、1d£より大きい液量を示し、
（6）

A、7墜騰算数編』’1989集文部省’「・覗と÷一せたかさを・・÷d尼と一

（・）同上書…6～・・7ページ・　　　　　r一と三分の一d尼』と読みまちまた・÷d£が4
（8）

ﾅ『i鰐辮聯1鞠麟つ分なの酷d£ともかきます」と導入している・

　第2「各学年の目標及び内容」、　［第5学年］、　　　　これに続いて行なわれる言葉の定義においては、

　2．内容、A．数と計算（4）。　　　　　　　　　　　　確かに、仮分数→帯分数の順序になっているが、

（9）　『小学校指導書　算数編』、1989年、文部省、　　　導入については、同時に行われていると見るのが

　138ページ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　適当であろう。

⑩　同上書、138～139ページ。　　　　　　　　　　　　⑳　銀林浩、前掲⑮、　『ここが問題、いまの算数教

⑪　同上書、139ページ。　　　　　　　　　　　　　　　育（小学校中学年編）』、137～139ページ。

⑫　同上書、139ページ。　　　　　　　　　　　　　　⑳　岡野勉・大橋直子「算数教科書における分数の

⑬　　『小学校学習指導要領』1989（平成元）年改訂　　　導入過程」『新潟大学教育学部附属教育実践研究

　版、文部省、第2章「各教科」、第3節「算数」、　　　指導セソター研究紀要』第13号、1994年、54～56

　第2「各学年の目標及び内容」、　［第5学年］、　　　ページ。

　2．内容、A．数と計算（1）および3。内容の取り　　¢＄　銀林浩、前掲⑮、『ここが問題、いまの算数教

　扱い（1）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　育（小学校中学年編）』、137ページ。

⑭　啓林館発行の教科書が前者に、大日本図書発行　　　¢φ　藤原広子「3年生の分数の導入」　『数学教室』

　の教科書が後者に、それぞれ該当する。　　　　　　　Nα98、1962年7月、国土社、27～28ページ、岡田

⑮　『数学教室』Nα473～Nα484、1991年4月～1992　　　昭弘「れんさい・私のやった楽しい授業⑬まとめ
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　てメソドーみよう一分数の指導」、『数学教室』　　　内容に含められている。なお、このプラソは、

　No266、1975年5月、国土社、81～82ページなど。　　　「手でっくり、手で学ぶ数学」という北陸地区数

⑳　大田邦郎「小学校の分数指導における新しい試　　　学教育協議会の提唱を分数指導に具体化したもの

　み（第1分冊・解説編）」、北海道大学教育学部　　　であり、「折り紙」の操作を通して、導入から四

　教育方法学研究室編『教授学研究シリーズ』第3　　　則演算までを指導しようとするものである。ただ

　号、1978年3月、4ページ。　　　　　　　　　　　　し、ここで分析対象としている分数の性質につい

㈲　銀林浩、前掲⑰、「倍分・約分・通分の意味は　　　ては、教科書と同じく、演算指導の必要に応じ、

　わかるようになっているか？」、67ページ。　　　　　分散して教えることになっている。

㈲　同上書、68～70ページ。　　　　　　　　　　　　㈲教科書や教師用指導書では、帯分数を仮分数に、

㈱　同上書、68ページ。　　　　　　　　　　　　　　　仮分数を帯分数に「なおす」という表現が用いら

⑳　岡野勉・大橋直子、前掲⑳、「算数教科書にお　　　れている。しかしながら、すでに大田邦郎が指摘

　ける分数の導入過程」、56ページ。　　　　　　　　　しているように、これは、まちがったものを正し

⑳　数学教育協議会・銀林浩編『どう変わるか新算　　　く「なおす」わけではない。教科書において、こ

　数教科書一改訂教科書とその活用法』　（『数学教　　　　の変形によって得られた分数が「大きさの等しい

　室』別冊1）、国土社、1991年。　　　　　　　　　　　分数」とは考えられていないことは、教科書がこ

⑳　岡野勉・大橋直子「算数教科書における分数の　　　のような表現を用いていることに現れている。ま

　性質・大小関係の指導（1）」　『新潟大学教育学部附　　　た、両者を等号で結んだ記述も見られない。この

　属教育実践研究指導セソター研究紀要』第15号、　　　変形についても、約分・倍分による変形と同じく、

　1996年、70～71ページ、において、その一部を紹　　　「同一のものが様々に姿を変える」というとらえ

　介した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　方が必要であるように思われる（大田邦郎「小学

⑫　帯分数⇔仮分数の変形規則の指導において用い　　　　校の分数指導についてのいくつかの問題」　『数学

　られている教材について見ると、教科書名につい　　　教室』No277、1976年3月、国土社、96ページ）。

　ては省略するが、①タイル（面積）のみを用いて　　㈲銀林浩、前掲⑰、「倍分・約分・通分の意味は

　いるもの、②数直線（長さ）とタイルを併用して　　　わかるようになっているか？」、67～68ページ。

　いるもの、③数直線のみを用いているもの、など　　　ただし、ここで「量ぬき」とは、量による表現を

　に分類できる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　まったく行っていないという意味ではない。ここ

⑬　この用語は、例えば、新居信正・荒井公毅著　　　では、「一応単位のついた量を問題にしている」

　　『国土社の算数えほん《分数》2．分数たす・ひ　　　か否かという観点から、そうしていないものが

　く』、国土社、1989年、9ページ、に見られる。　　　　「量ぬき」とされているのである。しかしながら、

図　武隈隆彦は「分数の変形」を6点に整理してい　　　　これらの教科書においても、数直線あるいは数直

　る。しかしながら、それを指導することの「必然　　　線とタイルが併用されており、この点からすれば、

　性」を「これからの分数計算の上で、とても重要　　　このような表現は適当ではない。

　になってくる」点に求めており、分数に特有の性　　　　なお、本稿では、分析の視点を、銀林のような

　質として教えるという立場には立っていない（武　　　観点ではなく、分数を表現する量、そこにおける

　隈隆彦・布施まつみ・山野下とよ子著、教育科学　　　統一性・一貫性・普遍性の問題に設定している。

　研究会授業づくり部会編『授業づくりハソドブッ　　　銀林は、「ちょっと見ると、これらははなはだ多

　ク④折り紙分数』、国土社、1988年、18～19ペー　　　様に見える」が、いずれにおいても分割分数の論

　ジ）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理によっていることを指摘し、この点を問題にし

㈲　前掲㈱、『折り紙分数』では、帯分数⇔仮分数　　　ている。しかしながら、ここでは、先に述べた観

＿の変形が「分数の変形」に含められているが、倍　　　点から、教科書における教材構成について次の分

　分・約分による変形は異分母分数の加法・減法の　　類が可能であることを指摘しておきたい。①「数
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　直線」によって同値分数の存在を確認し、約分・　　　まの算数教育（小学校中学年編）』、139ページ）

　倍分の原理については「タイル」を用いて導いて　　　であった『算数』　（啓林館発行）においてさえ、

　いるもの、②「タイル」、「数直線」を併用して　　異分母分数の加法・減法の指導においては、極め

　同値分数の存在を確認し、約分・倍分の原理につ　　　　て部分的にではあるが、タイル（面積）が用いら

　いてはその式表示から導いているもの、③約分・　　　れていることは、このことを示す好例である。

　倍分の原理については②と同じであるが、同値分　　⑫　r遠山啓著作集数学教育論シリーズ2　数学

　数の存在については「数直線」のみを用いている　　　教育の潮流』、1980年、太郎次郎社、216ページ。

　もの。ここで見た東京書籍発行の教科書は、先の　　　なお、初出は、「教科書批判⑧分数の意味」、

　分類では①に入る。　　　　　　　　　　　　　　　r数学セミナー』1976年1月、日本評論社。

㈱　　『小学校算数』第5学年（学校図書）について、　　⑯　遠山啓は、前掲㊨論文の中で、分数の意味や倍

　著者の一人である碓井恒夫は次のように述べてい　　　分の原理を例として、「タイルがタテとヨコの二

　る。「分数には、大きさの等しい分数が無数ある。　　　方向につないだり、割ったりできるという特性」

・晋（翻からいくつでも同購がある姦綴繋幣撒畿選£認

　ことを理解させたい。このことから、約分・通分　　　時の教科書で採用されていた教材と対比させなが

　の意味と仕方を理解することが大切である」（碓　　　ら、示している。また、同じ論文の中で、遠山は、

　井恒夫「新教科書『数と計算』　（上学年）の特色　　　　「今の［1976年当時の一引用者］検定教科書はほ

　と重要教材指導のポイソト・学校図書の教科書に　　　とんどすべて数直線をシェーマとして持ち出して

　ついて」、『教育科学・算数教育』Nα426、特集・　　　きている」と指摘している。この指摘は、分数指

　新教科書研究②上学年の「数と計算」、1991年12　　　導において「数直線」を主たる教材として採用す

　月、明治図書、15ページ）。しかしながら、この　　　ることが、最近20年間における算数教科書の基本

　教科書においても、ここで指摘した問題点は共通　　　方針になっていることを予想させる。そして、現

　しており、このような意図を実現するものにはなっ　　　在においては、その限界が明らかになりつつあり、

　ていない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そのため、部分的にではあるが「タイル」が採用

㈲　岡野勉・大橋直子、前掲⑳、「算数教科書にお　　　　されつつある、ととらえることができるかも知れ

　ける分数の性質・大小関係の指導（1）」、参照。　　　　　ない。この点については、戦後の算数教科書に関

㈹　この教科書の著者の一人である中村享史は、　　　　する系統的な研究が必要である。

　「数のモデル」としての「数直線」の有効性にっ　　㊥　賀呂黒労人は、『小学算数』　（大阪書籍）につ

　いて述べ、第3学年から第6学年に渡って、その　　　いて、第5学年における「分数の導入は、倍分で

　系統的な活用を行ったと述べている。なお、この　　　入っている」と述べている（同「〈各社の教科書

　指摘は1996年度用の教科書に関するものであるが、　　　を検討する〉信念ないのかバラバラ大書」、銀林

　ここで分析対象としている1992年度用のものにつ　　　浩・数学教育協議会編、前掲⑳、『どう変わるか

　いても、この点は同じである（中村享史「東京書　　　　新算数教科書』、58ページ）。この教科書におい

　籍の教科書について」、　『教育科学・算数教育』　　　　ても、「倍分」という言葉が教えられていない点

　No480、特集・改訂算数教科書研究①「数と計算」、　　　は同じである。しかしながら、他の教科書が同値

　1996年3月、明治図書、40～41ページ）。　　　　　　分数の類から倍分・約分の原理をあわせて導いて

④　加法・減法の指導においてはほとんどの教科書　　　いるのに対して、この教科書では、同値分数の類

　がタイル（面積）を用いていることは、数直線の　　　から、まず倍分の原理を導いており、この点で違

　教材としての「限界」を示している。特に、導入　　　いが見られる。なお・約分の原理については、

　以降まったくタイルを用いず、ほとんど「数直線　　　　「約分」という言葉とともに、その後に教えてい

　一点張り」　（銀林浩、前掲⑮、『ここが問題、い　　　る。
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⑮通分において教材とされている分数の組につい　　　店、1915（大正4）年、517～520ページ。なお、

　てやや詳細に検討して見ると、①真分数のみの教　　　この著作は、同年7月から翌年3月までの間に8

　科書、②ほとんどが真分数であるが仮分数も見ら　　　版を重ねている。また、この実践への着目につい

　れるもの、③帯分数も見られるもの、に分類でき　　　ては、須田勝彦rr新学力観』とどうつきあうか」、

　る。いずれにしても、教材構成が真分数中心であ　　　数学教育協議会第34回全道数学教育研究大会、

　り、仮分数・帯分数が軽視されている点に変わり　　　1994年7月、による。

　はない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㈹　今泉博『どの子も発言したくなる授業』、学陽

㈹　やや古いが、仲村洋子らが中学生1～3年生を　　　書房、1994年、130～142ページ。

　対象に行った調査では、「帯分数を含む分数の加

　減の誤答率が断然高い」ことが指摘されている。　　　［付記］本稿は、日本カリキュラム学会第7回

　これには、帯分数の意味、加法のアルゴリズムの　　大会（1996年7月、筑波大学）において岡野が

　指導に関する問題のほか、帯分数の倍分、通分の　　行った自由研究発表の一部に、加筆・訂正を加

　指導の問題も関連していると思われる（仲村洋子　　えたものである。なお、本稿のうち、2－（1×2）、

　「分数の誤答分析」、『数学教室』No255、1974　　3については岡野が、2－（3×4）については大橋

　年7月、国土社）。　　　　　　　　　　　　　が、それぞれ分担し、さらに全体に渡って岡野

㈲及川平治r分団式各科動的教育法』、弘学館書　　が加筆・訂正を行った。


